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保護者 20 名、愛知県では豊川高校の生徒 30 名（保護者のデータは得られなか
った）、茨城では緑川高校の生徒 43 名、保護者 35 名、東京は二か所で、杉並
区の日大付属鶴ヶ丘高校の生徒の 20 名、保護者 20 名である。もう一つは世田
方言イメージの形成 1
谷区の都立狛江高校の生徒 41 名と保護者 20 名である。青森では三沢高校の生
徒 45 名と保護者 30 名である。これらの地域は近畿、中部、東京、北関東、東
北で、近畿から東北までをカバーするために選択した。
2.2 調査票





























生徒 保護者 生徒 保護者
鹿児島方言 80.83 75.4 2.99 2.79
博多方言 80.37 80.56 2.97 2.98
広島方言 80.13 75.41 2.97 2.79
京都方言 97.26 94.67 3.63 3.51
大阪方言 86.95 79.23 3.22 2.93
名古屋方言 81.56 73.83 3.02 2.73
東京方言 91.15 89.19 3.38 3.30
東北方言 75.41 74.08 2.79 2.74
札幌方言 80.43 84.88 2.98 3.14
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井上史雄 1977 方言イメージの多変量解析（上・下）言語生活 8、9 月
井上史雄 1980 方言のイメージ 言語生活 5 月号
（専修大学文学部教授）
この研究は専修大学 2011 年度の国内研修の成果として発表します。
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